
Ｐ
２
～
５
　
総
合
計
画
 基

本
計
画
[後

期
]決

ま
る

　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

Ｐ
６
～
７
　
全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会

　
　
　
　
　
　
髙
橋
さ
ん
に
奨
励
賞

Ｐ
８
～
９
　
お
済
み
で
す
か
 申

告
準
備

　
　
　
　
　
　
町
･県

民
税
、所

得
税
 申

告
日
程

高
く
舞
い
上
が
る
炎
に

　
　
一
年
の
無
病
息
災
願
う
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回
検
討
会
議)

▼
三
瓶
座
長
か
ら
町

長
に
計
画
原
案
を
報
告
▼
町
総
合
政

策
審
議
会
で
原
案
を
審
議

　

12
月
＝
町
議
会
定
例
会
で
議
決

総
合
計
画
検
討
会
議
委
員

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
＝
会
津
大
学
短

期
大
学
部･

石
光
真
教
授

　

座
長
＝
三
瓶
純
一(

山
浦)

　

副
座
長
＝
齋
藤
和
則(

上
野
尻)

、

星
眞
智
子(

漆
窪)

　

委
員
＝
荒
海
與
志
男(

さ
ゆ
り

が
丘)

、
青
津
榮
子(

縄
沢)

、
石

川
純
一(

２
町
内)

、
伊
藤
て
る
子

(

６
町
内)

、
上
野
敏
貴(

６
町
内)

、

大
森
茂
樹(

磐
梯
町)

、
小
原
利
道

(

宝
川)

、
小
堀
晴
野(

西
林
東)

、

佐
藤
健
吾(

上
野
尻)

、
鈴
木
朋
美

(

松
尾)

、
髙
松
梓(

西
林
東)

、
田

中
英
喜(

６
町
内)

、
古
川
喜
春

(

橋
屋)

、
矢
部
佳
宏(

中
ノ
沢)

、

渡
部
雅
二
郎(

黒
沢)[

敬
称
略]

　

現
在
の
総
合
計
画
は
、
町
の
10
年

後
を
展
望
し
た
計
画
と
し
て
平
成
22

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
今
年
度

が
基
本
計
画[

前
期]

の
最
終
年
度
で

あ
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
の

基
本
計
画[
後
期]

を
今
年
度
、
策
定

し
ま
し
た
。

　

計
画
の
検
討
作
業
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
で
組
織
す
る
総
合
計
画
検
討
会

議
を
設
置
し
、
町
職
員
23
名
で
構
成

す
る
基
本
計
画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
連
携
し
、
計
画
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
基
本
計
画[

後
期]

の
冊
子
を
２
月
末
ご
ろ
ま
で
全
戸
に

配
布
す
る
予
定
で
す
。

計
画
づ
く
り
の
経
過

　

平
成
26
年
５
～
６
月
＝
基
本
計
画

策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
お
よ
び

総
合
計
画
検
討
会
議
が
発
足
▼
前
期

計
画
の
評
価･

検
証
作
業(

第
１
～
３

回
検
討
会
議)

　

７
～
９
月
＝
評
価･

検
証
結
果
を

も
と
に
後
期
計
画
に
盛
り
込
む
内
容

を
検
討(

第
４
～
７
回
検
討
会
議)

　

10
月
＝
意
見
公
募
す
る
計
画
素
案

の
策
定
完
了(

第
８
回
検
討
会
議)

　

11
月
＝
町
議
会
に
計
画
素
案
を
報

告
▼
素
案
を
公
表
し
町
民
懇
談
会
を

開
催(
町
内
５
会
場)

▼
意
見
公
募
を

実
施
▼
計
画
の
最
終
見
直
し(

第
９

　
　
　

�　

総
合
計
画
＝
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
で
定
め
る
町

の
最
も
基
本
と
な
る
最
上
位
の
計

画
で
、
町
の
将
来
像
や
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
記
さ
れ

た
、
い
わ
ば
設
計
図
で
、
総
合
計

画
は
多
く
の
町
民
参
加
に
よ
っ
て

策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

笑
顔

あ
ふ
れ
る

あ
し
た
へ
。

町
で
は
、
総
合
計
画(

計
画
期
間
＝
平
成
22
～
31
年
度)

の
中
で
、
平

成
27
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
、
目
標
を
定
め

る
基
本
計
画[

後
期]

を
策
定
す
る
た
め
、
総
合
計
画
検
討
会
議
を
設
置

し
、
昨
年
６
月
２
日
か
ら
検
討
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

９
回
に
わ
た
る
検
討
会
議
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
意
見
公
募
、
さ
ら
に

町
民
懇
談
会
を
経
て
、
ま
と
ま
っ
た
計
画
原
案
は
、
昨
年
12
月
に
開
か
れ

た
町
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

今
月
は
、
総
合
計
画
検
討
会
議
の
委
員
を
務
め
た
２
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

４
、
５
㌻)

に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

基
本
計
画[

後
期]

決
ま
る

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

写真＝第２回総合計画検討会議での基本計画
[前期]の評価･検証作業（昨年６月16日）
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��

欲
あ
ふ
れ
る
検
討
会
議
委

員
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
の
作
業
に
よ
っ

て
大
変
い
い
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
今
回
、
前
期
の
基

本
計
画
の
達
成
度
や
反
省
を
踏
ま
え

て
計
画
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
は
非

常
に
良
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
。

　

後
期
の
計
画
で
は
、
15
の
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ま
と
め
た
こ
と
で
町

民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
形
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
計
画
が
出
来

上
が
り
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が
ま

ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

行
政
に
は
、
法
律
に
則
り
義
務
的

に
運
用
さ
れ
る｢

守
り
の
政
策｣

と
、

地
域
に
価
値
を
生
み
出
し
、
町
を
差

別
化
す
る
よ
う
な｢

攻
め
の
政
策｣

と

が
あ
り
ま
す
。
過
疎･

高
齢
化
、
人

口
減
少
の
課
題
が
深
刻
に
な
る
中
、

意

私
自
身
は
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
産
業
振
興
や
若
者

定
住
の
た
め
の
攻
め
の
政
策
に
取
り

組
み
、
住
ん
で
み
た
い
町
、
行
っ
て

み
た
い
町
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
当
に
難
し
い
と

思
い
ま
す
が
産
業
を
興
す
仕
組
み
づ

く
り
や
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

近
ご
ろ
観
光
交
流
が
活
発
に
な
り
、

ま
た
、
若
者
が
奥
川
に
移
住
す
る
と

い
っ
た
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
画
を
ま
ち
づ
く
り
の
手
引
書

と
し
て
町
民
み
ん
な
が
理
解
し
、
自

分
た
ち
の
町
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
、

行
政
と
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
そ
れ
こ
そ
が
協
働
だ
と
思

い
ま
す
。
町
民
み
ん
な
が
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
し
、
５
年
後
の
目
標
を
達

成
し
、
何
よ
り
次
の
世
代
、
若
者
に

と
っ
て
住
み
よ
く
、
西
会
津
町
に

残
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
町
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

これからが、まちづくりのスタート

計画を手引書として、町民みんなが

まちづくりに参画する契機になれば

　
　
　
　

��

員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

と
依
頼
を
受
け
た
と
き
は

｢

私
が
基
本
計
画
策
定
の

場
に｣

と
思
い
ま
し
た
が
、
検
討
会

議
に
参
加
し
、
委
員
や
町
職
員
の
皆

さ
ん
と
意
見
を
交
わ
す
中
で
、
自
分

が
暮
ら
す
町
全
体
を
あ
ら
た
め
て
知

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん

な
の
意
見
や
思
い
が
ま
と
ま
っ
た
計

画
が
出
来
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

担
当
し
た
保
健･

医
療･

福
祉
グ

ル
ー
プ
で
は
、
課
題
や
前
期
計
画
の

評
価
を
踏
ま
え
、
５
年
後
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
に
今
後
必
要
な
取

り
組
み
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
計

画
に
盛
り
込
む
作
業
が
と
て
も
大
変

で
し
た
。
会
議
の
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
会
議
終
了
後
、
会
場

に
残
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
作
業
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
後
期
の
基
本
計

画
で
は
、
特
に
重
点
を
置
い
て
進
め

る
取
り
組
み
を
15
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委

と
し
て
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

計
画
案
が
ま
と
ま
る
と
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
そ
の
内
容
を
説
明
し
、
意

見
を
求
め
る
町
民
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
計
画
案
に
無
か
っ
た
意
見
を
計

画
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
の
作
業
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
実
行
し
て
い
く
た
め

に
は
町
民･

議
会･

行
政
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
そ
し
て
事
業
実

施
後
に
は
評
価
し
、
次
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
住

み
続
け
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
町
、

地
域
を
支
え
る
若
い
世
代
が
誇
り
を

持
っ
て
活
躍
で
き
る
町
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
尊

厳
を
持
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う
な
町
に

な
れ
ば
と
望
み
、
町
民
の
一
人
と
し

て
私
自
身
で
き
る
役
割
を
果
た
し
て

い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

５年後の将来像を実現するため、

町民の一人として、できる役割を

果たしていきたい

三瓶 純一 さん [山浦]

さんぺい・じゅんいち　総合計画検討
会議の座長を務め､計画の取りまとめ
に尽力。検討分野は観光振興､定住･交
流促進グループに所属。基本計画[前
期]の検討にも委員として携わる。

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

Ｉ Ｎ Ｔ Ｅ Ｒ Ｖ Ｉ Ｅ Ｗ

鈴木 朋美 さん [松尾]

すずき・ともみ　総合計画検討会議
委員として基本計画[後期]の策定作業
にあたる。保健･医療･福祉･コミュニ
ティー分野を担当。
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子
ど
も
は
町
の
宝
で
す
。
誰
も
が

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
町

を
目
指
し
、
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

　

認
定
こ
ど
も
園
に
は
「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
を
併
設
し
、
総
合
的
な
子
育

て
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

西
会
津
小
学
校
新
校
舎

の
整
備
が
完
了
し
、
小
中

学
校
と
も
に
充
実
し
た
教

育
環
境
が
整
い
ま
す
。�

　

今
後
は
、
小
中
連
携
教

育
を
推
進
し
教
育
の
さ
ら

な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
授
業
に
導
入
し
、
児

童
・
生
徒
の
学
力
の
向
上

を
目
指
す
ほ
か
、
体
力
の

向
上
に
も

力
を
入
れ

取
り
組
ん

で
い
き
ま

す
。

　

農
業
は
町
の
基
幹
産
業

で
す
。
農
家
所
得
の
向
上

を
目
指
し
「
ミ
ネ
ラ
ル
野

菜
」
や
「
菌
床
キ
ノ
コ
」

の
生
産
拡
大
を
図
り
、
産

地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
ま
す
。　
　

��

稲
作
に
あ
っ
て
は
、
コ

ス
ト
の
削
減
に
向
け
集
落

営
農
や
法
人
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
農
林
産
物

加
工
や
若

者
の
就
農

を
ト
ー
タ

ル
的
に
支

援
し
て
い

き
ま
す
。

　

交
流
物
産
館
よ
り
っ
せ

の
隣
接
地
に
、新
た
に「
地

域
連
携
販
売
力
強
化
施

設
」
を
整
備
し
、
道
の
駅

機
能
の
充
実
・
強
化
を
図

り
ま
す
。
新
し
い
施
設
で

は
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を
中

心
と
し
た
地
元
産
農
林
産

物
販
売
や
農
林
産
物
加
工

品
の
提
供
な
ど
、
町
な
ら

で
は
の
特
色
を
出
し
、
利

用
者
の
増

加
、
交
流

人
口
の
拡

大
に
つ
な

げ
て
い
き

ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
整
備･

子
育
て

サ
ー
ビ
ス
充
実

01
プロジェクト

こころ豊かな
人を育む

02
プロジェクト

こころ豊かな
人を育む

　

町
の
中
心
部
に
、
講
演
会
や
音
楽

会
な
ど
を
開
催
で
き
る
ホ
ー
ル
を
備

え
、
町
民
誰
も
が
集
い
、
学
び
、
交

流
で
き
る
「[

仮
称]

町
民
文
化
セ
ン

タ
ー
」
の
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
施
設
に
は
避
難
所
機
能
を

持
た
せ
、
大
型
駐
車
場
や
多
目
的
公

園
も
併
設
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
活

用
で
き
る
施
設
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

[
仮
称]
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

整
備･
推
進

03
プロジェクト

こころ豊かな
人を育む

04
プロジェクト

豊かで魅力ある
まちづくり

05
プロジェクト

豊かで魅力ある
まちづくり

　

若
者
が
定
住
で
き
る
町
を
目
指
し
、

新
た
な
企
業
の
誘
致
を
推
進
す
る
ほ

か
、
町
内
で
起
業
す
る
若
者
を
支
援

し
ま
す
。
既
存
事
業
所
に
対
し
て
は

町
工
業
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
効

性
の
高
い
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
商
業
は
、
道
の
駅
と
の
連
携

に
よ
り
、
ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
を
図

り
、
商
店
街
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

商
業
・
地
場
産
業
活
性
化
・

企
業
誘
致
推
進

06
プロジェクト

豊かで魅力ある
まちづくり

小中連携教育強化・学力・体力
向上

重点プロジェクト15
総合計画 基本計画[後期]
平成27年度から５年間は、次の15のプロジェクトに重点を置いて取り組んでいきます。
このプロジェクトの実施にあたっては、まちづくり基本条例に基づき、
町民、議会、行政が一体となった「協働」により進めていきます。

笑
顔

あ
ふ
れ
る

あ
し
た
へ
。

農林産物ブランド化 ･農林業
活性化

地域連携販売力強化施設整備･
道の駅にしあいづ利用者拡大
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「
住
ん
で
み
た
い
、行
っ

て
み
た
い
町
へ
」
を
目
指

し
、
に
し
あ
い
づ
観
光
交

流
協
会
と
の
連
携
の
も
と
、

着
地
型
観
光
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し

た
活
動
か
ら
西
会
津
フ
ァ

ン
を
増
や
し
定
住
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
既
存
観
光
資
源
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
視
点
で

観
光
地
づ

く
り
を
進

め
、
観
光

客
の
拡
大

を
図
り
ま

す
。

　

西
会
津
町
は
、
町
全
域

を
カ
バ
ー
す
る
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
有
し
、
行
政
情

報
、
地
域
情
報
、
防
災
情

報
な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、町
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に

な
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
報
基
盤
を
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
有
効
に

活
用
し
、

活
力
あ
る

ま
ち
づ
く

り
に
つ
な

げ
て
い
き

ま
す
。

08
プロジェクト

豊かで魅力ある
まちづくり

07
プロジェクト

豊かで魅力ある
まちづくり

　

町
で
は
、
「
健
康
が
い
ち
ば
ん
」

を
合
言
葉
に
、
食
・
運
動
・
検
診
の

３
つ
を
柱
と
し
た
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

を
推
進
し
、
町
民
誰
も
が
健
康
で
長

生
き
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
町
国
保
診
療
所
の
医
師

４
人
体
制
を
維
持
し
、
在
宅
医
療
に

つ
い
て
も
充
実
を
図
り
ま
す
。

｢

健
康
が
い
ち
ば
ん｣

町
民
健
康

づ
く
り･

医
療
充
実

09
プロジェクト

人と自然にやさ
しいまちづくり

　

町
の
高
齢
化
率
は
年
々

上
昇
し
て
お
り
、
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
西
会
津
町
で

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、

包
括
的
に
支
え
て
い
く
体

制
づ
く
り
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
地
域
と
医
療
、

介
護
、
関
係
機
関
が
連
携

し
た
高
齢

者
地
域
包

括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を

構
築
し
て

い
き
ま
す
。

　

高
齢
化
に
よ
り
、
集
落

の
維
持
が
困
難
な
集
落
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
集
落
支
援
員
制
度
を
活

用
し
、
集
落
の
見
守
り
・

支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
「
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
支
援
事
業
」
の

充
実
や
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
と
の
連
携
な
ど
に

よ
り
地
域

活
性
化
に

向
け
た
活

動
を
支
援

し
て
い
き

ま
す
。

10
プロジェクト

人と自然にやさ
しいまちづくり

11
プロジェクト

人と自然にやさ
しいまちづくり

　

西
会
津
町
縦
貫
道
路
は
、
町
の
均

衡
あ
る
発
展
と
地
域
活
性
化
に
欠
か

せ
な
い
道
路
で
す
。
早
期
開
通
を
目

指
し
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
身

近
な
生
活
道
路
の
整
備
や
老
朽
化
が

進
む
道
路
舗
装
、
橋
に
つ
い
て
も
計

画
的
な
維
持
修
繕
を
行
い
、
安
全
安

心
な
道
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

縦
貫
道
路
整
備
促
進
・
安
全

安
心
の
道
づ
く
り

12
プロジェクト

人と自然にやさ
しいまちづくり

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
を

受
け
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
公
共
施
設
や
一
般
家
庭
で
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
促
進
し

ま
す
。
町
内
の
森
林
か
ら
燃
料
を
生

産
し
、
地
域
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
町

を
推
進 13

プロジェクト

人と自然にやさ
しいまちづくり

　

近
年
、
想
定
を
は
る
か

に
超
え
る
自
然
災
害
が
全

国
各
地
で
発
生
し
、
多
く

の
人
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
人
命
に
か

か
わ
る
よ
う
な
災
害
は
近

年
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
を
意
識

し
た
取
り
組
み
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、

災
害
に
強

い
ま
ち
づ

く
り
を
進

め
て
い
き

ま
す
。

　

平
成
27
年
３
月
を
も
っ

て
空
き
校
舎
と
な
る
西
会

津
小
学
校
の
校
舎
を
有
効

活
用
し
、
町
役
場
庁
舎
を

設
置
し
ま
す
。

　

町
役
場
は
、
町
の
顔
と

な
る
施
設
で
あ
り
、
災
害

時
に
は
対
策
本
部
を
設
置

す
る
施
設
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
町

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

町
役
場
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
ア
ク

セ
ス
道
路

も
含
め
て

整
備
を
図

り
ま
す
。

14
プロジェクト

人と自然にやさ
しいまちづくり

15
プロジェクト

計画の推進
に向けて

観光・交流・定住推進・地域
活性化

ケーブルテレビの町・情報化
推進

高齢者地域包括ケアシステム
構築地域コミュニティー活性化

災害に強い安全安心な
まちづくり新しい町役場庁舎整備
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表
彰
伝
達
式
は
12
月
18
日
、
西
会

津
中
学
校
で
行
わ
れ
、
福
島
地
方
法

務
局
若
松
支
局
の
菅
野
好
晃
支
局
長

が
髙
橋
さ
ん
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し

た(

上
写
真)

。

　

若
松
支
局
管
内
で
は
今
年
度
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
６
９
８
人
の
中
学
生
が
、

い
じ
め
や
障
が
い
者
、
差
別
、
人
権

の
尊
重
な
ど
の
人
権
問
題
に
向
き
合

い
、
自
分
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
作
品

を
応
募
し
ま
し
た
。
応
募
作
品
の
審

査
の
結
果
、
髙
橋
さ
ん
の
作
品
が
県

大
会
に
推
薦
さ
れ
、
奨
励
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　

今
月
は
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
作

品｢
命
の
重
み｣

を
紹
介
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
人
権
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲  　

右
か
ら
福
島
地
方
法
務
局
若
松
支

局･

菅
野
好
晃
支
局
長
、
長
谷
川
徹

教
諭
、
髙
橋
さ
ん
、
板
橋
健
一
校

長
、
人
権
擁
護
委
員･

田
崎
映
子
さ

ん
、
同･

伊
藤
政
憲
さ
ん

次
代
を
担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
生
活
や
学
校
生
活
な
ど
で
得

た
体
験
に
基
づ
く
作
文
を
通
し
て
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人
権

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

に
法
務
省
な
ど
が
実
施
す
る
全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
福
島
県
大
会
で
、

西
会
津
中
学
校
３
年
の
髙
橋
晃
樹
さ
ん(

樟
山)

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

全
国
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

�

福
島
県
大
会

髙
橋
さ
ん
に
奨
励
賞
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�

近
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
れ
ば

聞
こ
え
て
く
る
の
が
「
長

崎
県
佐
世
保
市･

同
級
生

殺
人
」
事
件
に
つ
い
て
の
ニ
ュ
ー
ス

だ
。
被
害
者
、
そ
し
て
、
そ
の
家
族

の
こ
と
を
思
う
と
、
胸
が
締
め
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
苦
し
く
深
い
悲
し
み

に
包
ま
れ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な

事
件
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ

の
背
景
や
原
因
を
ぼ
く
な
り
に
考
え

よ
う
と
し
て
は
み
た
も
の
の
、
分
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
全
く
理
解
に

苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
被
害
者
は

仲
の
良
い
友
達
の
一
人
」「
ネ
コ
を
虐

殺
し
た
ら
楽
し
か
っ
た
の
で
、
人
を

殺
し
て
み
た
か
っ
た
」「
人
間
で
試
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
れ

ら
の
供
述
を
淡
々
と
述
べ
、
い
ま
だ

反
省
や
謝
罪
の
言
葉
は
口
に
し
て
い

な
い
と
い
う
加
害
者
の
心
理
状
態
は

い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
長
崎
地
検

は
、
今
回
の
こ
の
事
件
の
特
異
性
を

ふ
ま
え
、
女
子
生
徒
の
供
述
内
容
の

真
偽
や
、
刑
事
責
任
能
力
の
有
無
な

ど
を
捜
査
段
階
で
慎
重
に
見
極
め
る

必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
家
裁
送
致

前
の
捜
査
段
階
で
の
精
神
鑑
定
を
実

施
す
る
方
針
を
固
め
た
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
も
し
、
仮
に
、
そ
の
精
神

鑑
定
に
よ
っ
て
、責
任
能
力
が
「
無
」

と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に
夢
や
希
望

を
持
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
「
権
利
」

や
「
大
切
な
命
」
そ
の
も
の
を
奪
わ

れ
て
し
ま
っ
た
被
害
者
の
や
り
場
の

最

な
い
思
い
や
無
念
さ
は
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
ぼ
く
は
、
い

か
な
る
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
人
が

人
の
命
を
奪
う
行
為
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。

　

今
、
ぼ
く
た
ち
は
、
物
が
あ
ふ
れ

何
不
自
由
の
無
い
豊
か
な
社
会
に
生

き
て
い
る
。
食
べ
た
い
物
、
着
た
い

服
、
読
み
た
い
本
、
考
え
方
、
す
べ

て
が
思
い
通
り
、
自
由
に
な
る
社
会

だ
。
当
た
り
前
の
「
権
利
」
や
「
自

由
」
が
保
障
さ
れ
、
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
る
一
方
で
、
ぼ
く
た
ち
日
本
人

は
、
当
た
り
前
の
「
大
切
な
何
か
」

を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
守
ら
れ
る
べ
き
「
権
利
」
や

「
自
由
」
は
、
決
し
て
自
己
本
位
的

な
も
の
で
は
な
い
は
ず
に
も
か
か
わ

ら
ず
「
人
の
命
」
さ
え
も
勝
手
に
奪

い
、
奪
わ
れ
て
し
ま
う
今
の
日
本
社

会
、
豊
か
さ
ゆ
え
の
日
本
人
の
心
の

歪ゆ
が

み
が
、
と
て
も
悲
し
い
と
思
う
。

　

そ
も
そ
も
、
今
、
当
た
り
前
に
存

在
し
て
い
る
「
権
利
」
や
「
自
由
」

は
、
日
本
の
悲
し
い
歴
史
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
わ
ず
か

70
年
ほ
ど
前
の
日
本
は
、
戦
争
が
激

し
さ
を
増
す
中
、
戦
争
を
進
め
る
た

め
に
国
を
批
判
す
る
よ
う
な
言
動
や

思
想
は
一
切
禁
止
さ
れ
、
ぼ
く
た
ち

と
同
じ
年
齢
の
若
者
た
ち
は
赤
紙
と

い
う
召
集
令
状
一
枚
で
戦
地
へ
か
り

出
さ
れ
、
そ
し
て
、
戦
地
へ
と
引
き

ず
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
こ

に
、
個
人
の
「
権
利
」
や
「
自
由
」

な
ど
と
い
う
概
念
は
存
在
せ
ず
、
国

の
権
力
が
人
権
を
お
さ
え
つ
け
て
い

た
、
と
社
会
の
授
業
で
学
習
し
た
。

こ
の
時
代
の
人
々
は
、
き
っ
と
「
生

き
る
こ
と
」
に
必
死
だ
っ
た
に
違
い

な
い
。
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な

か
っ
た
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
は

ず
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
歴
史
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
反
省
を
ふ
ま
え
、

現
日
本
国
憲
法
が
生
ま
れ
、
そ
の
中

に
、「
基
本
的
人
権
」
の
大
切
さ
が
明

記
さ
れ
保
障
さ
れ
て
い
る
。「
基
本
的

人
権
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
「
人

が
人
で
あ
る
以
上
、
当
然
持
っ
て
い

る
権
利
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
が
、
要
す
る
に
、「
人
が
生
ま
れ

な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
権
利
で
あ
り
、

誰
も
が
自
由
で
幸
せ
に
生
き
る
こ
と

を
邪
魔
さ
れ
な
い
こ
と
」
な
の
だ
と
、

ぼ
く
は
思
う
。
法
に
守
ら
れ
、
豊
か

な
社
会
に
生
き
る
ぼ
く
た
ち
だ
か
ら

こ
そ
、
今
、
あ
ら
た
め
て
「
命
の
重

み
」
に
つ
い
て
し
っ
か
り
向
き
合
い

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。「
む
か
つ

く
か
ら
」「
つ
い
カ
ッ
と
な
っ
て
」
な

ど
と
い
う
理
由
で
、
自
分
の
命
や
他

人
の
命
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
の
命
同

様
、
ほ
か
の
人
の
命
も
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
侵
さ

れ
る
よ
う
な
社
会
は
、
や
は
り
い
け

な
い
と
思
う
。「
人
権
」
が
あ
る
か
ら

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
「
自
由
」
か

と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
く
、
犯

罪
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な

行
為
は
、
当
然
自
由
な
ど
と
は
言
え

な
い
の
だ
。
権
利
や
自
由
を
主
張
す

る
た
め
に
は
、必
ず
「
義
務
」
や
「
責

任
」
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

　

ぼ
く
の
好
き
な
「
命
の
う
た
」
と

い
う
歌
詞
の
中
に
、「
生
き
て
ゆ
く
こ

と
の
意
味
、
問
い
か
け
る
そ
の
度
に
、

胸
を
よ
ぎ
る
愛
し
い
人
々
の
温
か
さ
、

本
当
に
大
事
な
も
の
は
隠
れ
て
見
え

な
い
。
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
、
育
て

て
も
ら
え
た
こ
と
、
出
会
っ
た
こ
と
、

笑
っ
た
こ
と
、
そ
の
す
べ
て
に
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
ぼ

く
は
、
こ
の
歌
詞
が
大
好
き
だ
。
確

か
に
、
嫌
な
こ
と
も
大
変
な
こ
と
も
、

他
人
を
羨う
ら
やん
で
自
分
の
気
持
ち
に
負

け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
で
も
、
そ
ん
な
時
で
も
、
ぼ
く

の
周
り
に
は
、
家
族
が
い
て
、
友
達

が
い
て
、
先
生
方
が
い
て
、
ど
こ
か

で
誰
か
が
必
ず
支
え
力
に
な
っ
て
く

れ
て
い
る
。
毎
日
の
何
げ
な
い
生
活

の
中
に
た
く
さ
ん
の
喜
び
や
温
も
り

が
あ
っ
て
、
そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
中
で
、
ぼ
く
は
生
き
、
生
か

さ
れ
て
い
る
。一
人
一
人
の｢

命
の
重

み｣

は
み
ん
な
平
等
で
、勝
手
に
傷
つ

け
奪
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て

い
け
な
い
。
お
互
い
が
お
互
い
を
尊

重
し
合
い
当
た
り
前
に
手
を
取
り
合
っ

て
温
か
な
社
会
を
築
い
て
い
け
る
よ

う
、
そ
し
て
、
あ
の
よ
う
な
悲
惨
な

事
件
が
二
度
と
起
こ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
そ
う
願
い
ぼ
く
は
、
こ
れ
か

ら
も
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

「
命
の
重
み
」  

西
会
津
中
学
校 

３
年　
　
　
　
　

　
　

髙た
か

　
橋は

し

　
晃こ

う

　
樹き



８

ポ
イ
ン
ト
４

障
害
者
控
除

�

の
対
象
者

　

所
得
税
法
で
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
所
持
者
の
ほ
か
、
65
歳
以

上
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

の
所
持
者
に
準
ず
る
人
も
障
害
の
程

度
に
よ
っ
て
「
障
害
者
」
「
特
別
障

害
者
」
と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
の
要
介
護
、
要
支
援
の

認
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
か
ら
「
平

成
26
年
中
の
障
害
者
控
除
対
象
者
」

と
し
て
認
定
を
受
け
た
人
は
、
所
得

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
受
付
時
ま
で
に
認
定
書
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課･

福
祉
介
護
係

�

☎
45
―
２
２
１
４

定
期
間
保
存
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。ポ

イ
ン
ト
３

農
業
所
得
は

収
支
計
算
で

　

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計
算
の

方
法
に
な
り
ま
す
。
申
告
の
際
、
昨

年
１
年
間
の
収
入
と
経
費
を
確
認
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
の
で
、
支
払
っ
た

内
容
、
月
日
が
分
か
る
領
収
書
、
通

帳
な
ど
の
書
類
を
整
理
し
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
農
業
所
得
関
係

計
算
書
に
つ
い
て
は
、
各
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
作
成
し
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
計
算
書

が
無
い
場
合
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
必
ず
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
税
務
課･

税
務
係

�

☎
45
―
２
２
１
２

末
調
整
を
し
て
い
な
い
人

　

④�

給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え

る
人

　

⑤�

住
宅
な
ど
の
取
得
に
よ
り
、
住

宅
借
入
金(

取
得)

等
特
別
控
除

を
受
け
る
人

６�

収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
社
会
保

険
料
控
除
や
生
命
保
険
料
控
除
を

受
け
る
人

※
税
務
署
で
確
定
申
告
す
る
人
、
所

得
税
の
青
色
申
告
を
行
う
人
、
ま
た

電
子
申
告[

ｅ
―
Ｔ
Ａ
Ｘ]

で
手
続
き

す
る
人
は
、
町
で
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。ポ

イ
ン
ト
２

記
帳･
帳
簿
保
存

　

農
業
を
含
む
個
人
事
業
や
不
動
産

事
業
、
山
林
事
業
な
ど
を
行
う
人
は
、

今
回
の
申
告
か
ら
記
帳
、
帳
簿
書
類

の
保
存
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
所
得

税
の
確
定
申
告
が
不
要
な
人
も
こ
の

保
存
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
収
入
金
額
や
経
費
を
記
載

し
た
帳
簿
、
受
け
取
っ
た
請
求
書
や

領
収
書
な
ど
を
５
年
か
ら
７
年
の
一

ポ
イ
ン
ト
１

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
町
に

住
所
が
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

１�

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が

あ
っ
た
人

２ 

家
賃
、
地
代
な
ど
の
不
動
産
所
得

が
あ
っ
た
人

３ 

株
式
の
配
当
や
生
命
保
険
の
満
期��

に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
人

４ 

年
金
収
入
と
そ
れ
以
外
の
複
数
の��

収
入
が
あ
っ
た
人

５
給
与
所
得
者
の
う
ち

　

①
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る
人

　

②�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け

た
人

　

③�

中
途
退
社
や
パ
ー
ト
な
ど
で
年

お
済
み
で
す
か 

申
告
準
備

申
告
の
受
付
は
２
月
10
日
～
３
月
16
日

　

今
年
も
町･

県
民
税
の
申
告
、所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
２
月
10
日
か
ら
町･
県
民
税
の
申
告
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
の
相
談
で
は
、
平
成
26
年
中(
昨
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で)

に
あ
っ
た
所

得
に
つ
い
て
申
告
し
ま
す
。
申
告
は
、
平
成
27
年
度
の
町･

県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
の
基
礎
に
な
る
大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

日
程
や
会
場
は
９
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

�

定
申
告
の
受
け
付
け
に

あ
た
っ
て
喜
多
方
税
務

署
で
は｢

申
告
書
作
成
会
場｣

を

税
務
署
２
階
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
開
設
期
間

　

２
月
２
日(

月)

～

�

３
月
16
日(

月)

◆
開
設
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

確

◆
注
意
事
項

　

�　

土
・
日
曜
、
祝
日
は
開
設

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

�　

申
告
書
作
成
会
場
の
終
了

時
間
は
午
後
５
時
で
す
の

で
、
お
早
め
に
来
場
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

喜
多
方
税
務
署

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

喜多方税務署から



９

月 日 曜日 午　前　受　付 午　後　受　付
会　　場

受付時間

２

10 火 杉山･松峯･弥平四郎･弥生 山浦･出戸 奥 川 支 所

午前受付

９時30分～11時

午後受付

１時～３時

12 木 小山･小屋･極入 新町･真ヶ沢･宮野

13 金 道目･中ノ沢 向原･小綱木･大舟沢

14 土 中町･梨平

16 月 塩･下松

17 火 滑沢･滝坂 小清水･漆窪･呼賀

町 公 民 館

午前受付

８時30分～11時

午後受付

１時～４時

18 水 井谷･八重窪･橋屋･戸中 荒木･高目･原

19 木 平明･新村･樟山 上野尻４･下野尻１･徳沢

20 金 宝川･楢木平 上野尻１･上野尻２･下野尻３

23 月 白坂･屋敷･熊沢 上野尻３･上野尻６･端村

24 火 柴崎･橋立 上野尻５･下野尻２

25 水 森野 牛尾･山口

26 木 安座 下小島

27 金 萱本 縄沢

28 土 予備日[地区指定なし]

３

２ 月 松尾 小杉山･黒沢

３ 火 西林東･さゆりが丘 上小島

４ 水 青坂･程窪･泥浮山･長桜･軽沢 堀越

５ 木 西林･出ヶ原 大久保･中野

６ 金 尾登 芝草

９ 月 ９町内２ 下小屋･西原

10 火 １町内･芹沼 ２町内･３町内

11 水 ４町内･西平･四岐 ５町内･塩喰

12 木 ６町内･７町内 10町内･牧

13 金 ８町内 ９町内１

15 日 予備日[地区指定なし]

16 月 予備日[地区指定なし]

１. 予備日は混雑が予想されますので指定日時に申告ください。
２. 指定日時以外または予備日に申告される場合は、事前に町民税務課(☎45－2212)に連絡ください。
３. 午前、午後とも受付時間内に受け付けを済ませてください。

【ご協力をお願いします】

申告納税相談カレンダー

☑ 次を必ず持参ください
　収入金額が分かる書類など必要なものが無い場
合、原則として申告相談に応じることができませ
ん。忘れずに持参してください。
□①印鑑
□②�事業所得、不動産所得、配当所得、一時所得
などの収入金額が分かる書類(帳簿)

□③�給与所得の人は、勤務先から交付された源泉
徴収票

□④�諸控除の証明書や領収書、具体的には、生命
保険・個人年金控除証明書、建物地震(火災)
保険証明書、国民年金の領収書、医療費の領
収書など

□⑤�農業所得のある人は、水利組合費、土地改良
費、農機具代などの領収書

□⑥�税務署から確定申告書が届いた場合は、その
申告書

□⑦還付を受ける場合は、通帳および届出印鑑

申
告
に

　
必
要
な
も
の
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　宮澤一
かずいち
一さん(山浦)が秋の叙勲で瑞宝単光章を受章しま

した。伝達式は12月18日、町役場で行われました。式では、
県会津地方振興局の須藤浩光局長が宮澤さんに勲記と勲章
を伝達しました。宮澤さんは昭和37年、消防団に入団し、
以来37年の長きにわたり住民生活の安全確保に尽力しまし
た。平成10年からは第５分団長を務め災害や火災現場で手
腕を発揮しました。伝達に立ち会った伊藤町長は｢今後も
後進の指導をお願いします｣とあいさつしました。宮澤さ
んは受章にあたり｢住みよいまちづくりのため、できる限
り協力していきたい｣と述べました。［写真＝須藤局長か
ら勲記を受け取る宮澤さん、左は妻の恭子さん］

秋の叙勲伝達 宮澤一一さんに瑞宝単光章

　新年の幕開けを祝う新春交歓会が１月９日、町公民館で
開かれ、町民の皆さんら約200人が出席しました。伊藤町
長は｢本年４月から総合計画･後期基本計画５カ年の事業が
スタートします。町の資源、地域の力を生かし協働でまち
づくりに取り組んでいきます｣とあいさつしました。武藤
道廣町議会議長のあいさつ、来賓祝辞の後、雅

まさ
喜
き
会
かい
の千

せん
葉
ば

雅
まさ
喜
き
松
しょう
さんが新春の「桜扇の舞」を披露し、交歓会に花を

添えました。伊藤眞一町商工会長の発声で乾杯し、祝宴に
移り、出席者は歓談しながら新年の一層の飛躍を誓い合い
ました。[写真＝威勢よく鏡開きを行う伊藤町長、武藤町
議会議長と来賓の皆さん]

新年祝い飛躍誓い合う  新春交歓会

　消防出初式が１月４日に行われ、町消防団、消防支援隊、
女性消防隊、消防関係者ら約250人が今年一年の防火、防災
への決意を新たにしました。熊野神社で無火災祈願祭を行っ
た後、団員らは雪が舞う中、一糸乱れぬ力強い分列行進を
披露しました(写真)。出初式では、江川新壽団長が｢万一
の災害に備え、町民の生命、財産を守るため尽力願います｣
と訓示し、伊藤町長は｢火災ゼロ、災害ゼロを目指して一
致団結した取り組みをお願いします｣とあいさつしました。
来賓祝辞の後、目黒豊子女性消防隊長が｢無火災への誓い｣
を述べました。出初式会場の道の駅では、無火災を祈願し
餅つきが行われ、つきたての餅が振る舞われました。

一年の防火･防災に決意新た

　１月13日、野沢初市が野沢駅通りで開かれ、縁起物の起
き上がり小

こ ぼ し
法師や風車などを買い求める人でにぎわいまし

た。野沢初市は天候が悪い｢荒れ市｣といわれますが、今年
は曇り空の穏やかな天候になりました。午前11時から神事
が行われた後、野沢駅通り商店会の伊藤眞一会長が｢中央
商栄会と力を合わせ経済活性化にまい進します｣とあいさ
つし、伊藤町長は｢今年は野沢まちなか整備、道の駅内の
地域連携販売力強化施設をかたちにしていきます。皆さんの
ご協力をお願いします｣と祝辞を述べました。続いて鏡開
きを行い商売繁盛を祈願しました。駅通りには約40の露店
が並び、買い物客を呼び込む売り子の声が飛び交いました。

｢福よ、来い｣縁起物求めにぎわい  野沢初市
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Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

喫
煙
中
の
人
で
、

①
動
く
と
す
ぐ
に

息
が
切
れ
る
。
②

軽
い
運
動
後
で
も

喘ぜ
ん
め
い鳴(

ぜ
い
ぜ
い
、

ひ
ゅ
う
ひ
ゅ
う
と
い
う
呼
吸
音)

が
す

る
。
③
風
邪
を
ひ
い
て
い
な
い
の
に

咳
や
た
ん
が
出
る
と
い
っ
た
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
主
治
医
に
相
談
ま
た

は
内
科
、
呼
吸
器
内
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト

　

町
で
は
、
禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
た

い
と
い
う
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

希
望
者
は
、ス
モ
ー
カ
ー
ラ
イ
ザ
ー

と
呼
ば
れ
る
機
器
を
使
っ
て
、
自
分

の
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
を
測

定
し
、
肺
の
状
態
を
無
料
で
検
査
で

き
ま
す
。

　

さ
ら
に
保
健
師
が
そ
の
人
に
応
じ

た
禁
煙
方
法
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
、
た
ば
こ
を
吸
い
た
く
な
っ
た
と

き
の
具
体
的
な
対
処
法
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
に
向
け
て
頑
張
っ
て
み
た
い

と
い
う
方
は
、
お
気
軽
に
次
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

健
康
福
祉
課･

健
康
支
援
係

�

☎
45
―
４
５
３
２

　

最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
耳

に
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

は
別
名｢

慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患｣

ま
た
は｢

肺
の
生
活
習
慣

病｣
と
い
わ
れ
ま
す
。｢

た
ば
こ｣

と
の
か
か
わ
り
が
深
く
、
喫
煙

者
の
約
２
割
が
、
非
喫
煙
者
も

受
動
喫
煙
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に
な
る

と
肺
の
奥
の
気
管
支
が
炎
症
し

む
く
ん
だ
り
、
肺
の
末
端
で
酸

素
と
炭
酸
ガ
ス
を
交
換
す
る
肺は
い

　

�

胞ほ
う

が
壊
れ
た
り
し
て
、
酸
素

を
取
り
込
み
に
く
い
状
態
に

な
り
ま
す
。
一
度
壊
れ
た
肺

胞
は
再
生
さ
れ
な
い
た
め
、

元
の
健
康
な
肺
に
は
戻
り
ま

せ
ん
。
病
気
は
ゆ
っ
く
り
進

行
し
て
徐
々
に
悪
化

し
、
や
が
て
日
常
的

に
酸
素
治
療
が
必
要

と
な
り
、
最
期
は
呼

吸
不
全
で
死
に
至
る

病
気
で
す
。

　
　

ご
く
初
期
は
無
症
状
で
、

動
作
時
の
息
切
れ
、
咳
、
た
ん

と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
、
風

邪
が
長
引
く
こ
と
も
注
意
す
べ

き
症
状
で
す
。
診
断
は
、
ス
パ

イ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
う
器
具
を

使
っ
て
肺
年
齢
を
推
定
し
ま
す
。

１
秒
間
に
思
い
切
り
吐
け
る
息
の

量
か
ら
肺
機
能
を
測
定
し
ま
す
。

　

治
療
で
大
切
な
の
は
、
な
る

べ
く
初
期
の
う
ち
に
断
煙
す
る

こ
と
で
す
。
食
事
や
運
動
療
法

に
加
え
、
最
近
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
薬
が
開
発
さ
れ
選
択
肢
が
増

え
ま
し
た
。
平
成
18
年
か
ら
は

禁
煙
治
療
に
健
康
保
険
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成

20
年
に
は
ガ
ム
や
貼
り
薬
よ
り

効
果
的
と
い
わ
れ
る
内
服
薬
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
標

準
的
な
治
療
は
、
３
カ
月
間
に

５
回
の
通
院
が
必
要
で
、
自

己
負
担
は
保
険
適
用(
３
割
負

担)

で
２
万
円
程
度
で
す
。
喫

煙
を
再
開
し
て
し
ま
っ
た
場
合

で
も
、
初
診
か
ら
１
年
た
て
ば

再
度
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
禁
煙
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

ま
す
。
40
歳
以
上
で｢

た
ば
こ

指
数(

１
日
の
喫
煙
本
数
×
喫

煙
年
数)｣

が
４
０
０
以
上
の

人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

そ
う
い
う
私
も
大
学
生
の
こ

ろ
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
だ
っ

た
か
、
た
ば
こ
を
吸
い
始
め
10

年
ほ
ど
喫
煙
者
で
し
た
。
私
が

30
代
半
ば
の
こ
ろ
、
小
学
生
の

息
子
に
「
体
に
悪
い
た
ば
こ
を

ど
う
し
て
吸
っ
て
い
る
の
」
と

言
わ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け

な
い
と
一
念
発
起
し
、
ぴ
た
り

と
断
煙
し
ま
し
た
。

　

悪
い
習
慣
だ
と
分
か
っ
て
い

て
も
惰
性
で
続
け
て
し
ま
う
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
病

気
で
入
院
し
て
は
じ
め
て
健
康

の
あ
り
が
た
さ
を
知
る
、
と
よ

く
言
い
ま
す
。
何
か
事
に
直
面

し
、
迫
っ
て
こ
な
い
と
行
動
に

変
化
は
起
き
な
い
も
の
で
す
。

｢

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
と

ま
で
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
た
ば

こ
の
健
康
へ
の
悪
影
響
は
間
違

い
な
い
よ
う
で
す
。
病
気
で
通

院
が
必
要
に
な
る
前
に
、
何
か

を
き
っ
か
け
に
健
康
習
慣
を
身

に
付
け
、
よ
り
長
く
仕
事
や
趣

味
な
ど
を
楽
し
め
る
心
身
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。
特
に
若
い
喫
煙

者
ほ
ど
禁
煙
を
お
勧
め
し
ま
す
。

大切なのは、早めの『断煙』
西会津診療所　坂　田　敏　夫　医師

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

肺
の
生
活
習
慣
病
Ｃシ

ー

Ｏオ
ー

Ｐピ
ー

Ｄデ
ィ
ー

と
は

長
引
く
咳せ

き

は
風
邪
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

皆
さ
ん
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
と
は
、

ど
の
よ
う
な
病
気
か
ご
存
じ
で

す
か
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
は
有
害
物
質
、

主
に｢

た
ば
こ｣

の
煙
な
ど
を
長

期
間
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て

起
き
る
肺
の
病
気
で
す
。
こ
の

病
気
は
予
防
や
治
療
が
で
き
る

病
気
と
い
わ
れ
、
禁
煙
が
治
療

の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
長
年
、
禁
煙
治
療

に
あ
た
っ
て
き
た
西
会
津
診
療

所
の
坂
田
医
師
に
病
気
に
つ
い

て
の
解
説
を
お
願
い
し
ま
し
た
。



材
料
（
２
人
分
）

　

豚
肉(

こ
ま
切
れ)�

50
ｇ

　

に
ん
じ
ん�

25
ｇ

　

玉
ネ
ギ�

50
ｇ

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ�

50
ｇ

　

ネ
ギ(

斜
め
薄
切
り)�

１／２
本

　

�

だ
し
汁[

水
500
㏄
、煮
干
し(

頭
と
、

　
　
　

わ
た
を
除
い
た
も
の)

６
ｇ]

　

牛
乳�

100
㏄

　

み
そ�

大
さ
じ
１

作
り
方

　

�

①
煮
干
し
を
中
火
よ
り
や
や
弱
め

の
火
に
か
け
、
沸
騰
し
た
ら
火
を

弱
め
、
あ
く
を
す
く
い
取
る
。
ふ

た
を
せ
ず
に
２
～
３
分
煮
出
し
て

布
で
こ
し
、
だ
し
汁
を
作
る
。

　

�

②
に
ん
じ
ん
は
半
月
切
り
、
玉
ネ

ギ
は
薄
切
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
い

ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。

　

�

③
鍋
に
①
と
②
を
入
れ
て
煮
る
。

煮
立
っ
た
ら
豚
肉
を
加
え
、
ふ
た

を
し
て
弱
火
で
野
菜
が
軟
ら
か
く

な
る
ま
で
約
10
分
煮
る
。
牛
乳
を

加
え
、ふ
つ
ふ
つ
し
た
ら
火
を
止
め
、

　

み
そ
を
加
え
、
ネ
ギ
を
入
れ
る
。�

血
圧
や
動
脈
硬
化
、
虚
血
性
心
疾
患
、
脳

梗
塞
、
さ
ら
に
胃
が
ん
な
ど
の
予
防
に
減

塩
の
食
事
が
有
効
で
す
。
和
食
に
は
、
塩

分
が
比
較
的
多
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
や
す
い

と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
和
食
に
牛
乳
や
乳
製
品
を
加
え

た｢

乳
和
食｣

で
す
。
牛
乳
・
乳
製
品
は
料
理
に
コ
ク

と
う
ま
味
を
プ
ラ
ス
す
る
た
め
減
塩
に
役
立
ち
、
さ

ら
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
日

の
食
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１�

調
味
料
は
正
確
に
量
る

　

塩
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
そ
な
ど
の
調
味
料
は
、
目
分

量
や
味
覚
に
頼
ら
ず
、計
量
ス
プ
ー
ン
で
正
確
に
量
っ

て
使
い
ま
し
ょ
う
。
塩
小
さ
じ
１
は
塩
分
６
ｇ
、し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
１
は
塩
分
１
ｇ
、
み
そ
大
さ
じ
１／２
は
塩

分
１
ｇ
で
す
。

２�

塩
分
の
高
い
食
品
を
控
え
る

　

ラ
ー
メ
ン
は
ス
ー
プ
を
全
部
残
す
と
食
塩
の
量
が

半
分
に
な
り
ま
す
。
み
そ
汁
は
具
を
多
く
し
て
汁
の

量
を
減
ら
し
、
１
日
２
杯
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ち
く
わ
な
ど
の
練
り
製
品
、
魚
の
干
物
、
ハ
ム
や

ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
加
工
肉
、
漬
物
、
つ
く
だ
煮
は

食
べ
る
回
数
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

３�

食
べ
過
ぎ
な
い

　

料
理
に
使
う
食
塩
の
量
を
減
ら
し
て
も
、
食
べ
る

量
が
多
い
と
当
然
、
摂
取
す
る
塩
分
量
が
多
く
な
り

ま
す
。 高減

塩
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

お
い
し
い

 

減
塩
の
こ
つ
4

4

　

だ
し
の
活
用
、調
味
の
工
夫

で
食
塩
が
少
な
く
て
も
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

う
ま
味
＝
昆
布
、
か
つ
お

節
、
干
し
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の

う
ま
味
は
薄
味
の
物
足
り
な

さ
を
補
い
ま
す
。

　

香
辛
料
＝
こ
し
ょ
う
、
カ

レ
ー
粉
、
唐
辛
子
な
ど
の
独

特
の
香
味
は
食
欲
を
刺
激
し

ま
す
。

　

薬
味
＝
し
そ
、
ネ
ギ
、

シ
ョ
ウ
ガ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど

の
特
有
の
香
り
が
味
の
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

酸
味
＝
酢
、
レ
モ
ン
、
ゆ

ず
な
ど
の
酸
味
は
料
理
の
味

を
引
き
締
め
ま
す
。

　

牛
乳･

乳
製
品
＝
牛
乳
を

だ
し
に
す
る
。
み
そ
、
し
ょ

う
ゆ
を
牛
乳
で
割
る
。
水
の

代
わ
り
に
牛
乳
で
煮
る
な
ど

牛
乳･
乳
製
品
を
使
い
ま
す
。

サ
バ
の
ミ
ル
ク
み
そ
煮
、
ミ

ル
ク
茶
わ
ん
蒸
し
な
ど
の
レ

シ
ピ
が
あ
り
ま
す
。

12

やさしいコク

まろやか

ミルク

豚汁 19

調理時間 
約20分

お
い
し
く
減
塩
、
し
っ
か
り

カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
る

シ
リ
ー
ズ

●
和
食
の
弱
点
を
カ
バ
ー
す
る｢

乳
和
食｣

チャレンジ！！

塩分を約半分に減らしたヘルシー豚汁

牛乳でカルシウムを補える一品
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公
民
館
で
は
、学
校･

家
庭･

地
域

が
一
体
に
な
り
地
域
ぐ
る
み
で
学

校
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
支

援
本
部
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
公

民
館
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
要

望
に
応
じ
た
講
師
や
活
動
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
選
任
し
、
今
年
度
は
左

表
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
４
日
に
開
催
し
た
小
学
２

年
生
の
生
活
科
の
授
業｢

ま
ち
た

ん
け
ん｣

で
は
、
５
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
児
童
を
引
率
し
、
町
内

12
の
商
店
や
施
設
を
巡
り
ま
し
た
。

８
つ
の
班
に
分
か
れ
て
実
施
し
た

た
め
、
学
校
の
先
生
だ
け
で
は
対

応
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
各
班
に

一
人
ず
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
つ
い
て
、
あ
い
さ
つ
や
、
お

礼
な
ど
の
礼
儀
作
法
、
移
動
中
の

交
通
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
指
導

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
で
は
、次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
な
ど
の

学
習
支
援

◆
草
刈
り
、
花
壇
整
備
と
い
っ
た

学
校
環
境
整
備

◆
運
動
会
等
の
学
校
行
事
支
援

◆
登
下
校
の
安
全
確
保

◆
中
学
校
の
部
活
動
支
援

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
公
民
館　

☎
45
―
３
２
４
４

公民館だより

　

遊
び
や
外
国
ア
ニ
メ
を
通
し
て
英

語
に
親
し
み
、
外
国
文
化
を
学
び
国

際
感
覚
を
身
に
付
け
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に｢

子

ど
も
英
語
教
室[

タ
ッ
チ･

ザ･

ワ
ー
ル

ド]｣

を
毎
月
第
２
火
曜
日
の
午
後
６

時
半
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
英
語
指
導
助
手
の
エ
レ

ン
さ
ん
と
ネ
イ
サ
ン
さ
ん
が
務
め
、

低
学
年
の
部
、
高
学
年
の
部
、
合
わ

せ
て
23
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
９
日
に
開
催
し
た
教
室
で
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す
る
単
語
を

映
像
で
見
て
、
耳
で
聞
き
、
復
唱
し
、

ま
た
ア
メ
リ
カ
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
の

過
ご
し
方
を
写
真
や
絵
を
見
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

飾
り
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。
十
字

型
の
型
紙
に
毛
糸
を
巻
い
て
四
角
形

の
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち

は
、
初
め
は
、
な
か
な
か
う
ま
く
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
つ
作
り
終

え
る
と
要
領
を
つ
か
ん
で
、
４
個
も

作
っ
て
大
喜
び
し
て
い
る
児
童
が
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
公
民
館
で
は
、
中
学
生

以
上
の
一
般
を
対
象
に
英
会
話
教
室

を
開
講
し
て
い
ま
す
。
こ
の
英
会
話

教
室
は
月
２
回
程
度
、
火
曜
日
の
午

後
７
時
か
ら
開
催
し
て
お
り
、
現
在
、

初
級
、
中
級
合
わ
せ
て
21
人
が
受
講

し
て
い
ま
す
。

｢まちたんけん｣で野沢駅を訪れた児童たち

クリスマスツリー飾りを作る子どもたち

講師を務めるネイサンさん(左)とエレンさん(右)

西会津小
学習支援

２年生 どきどきわくわくまちたんけん

３年生
おとめゆり見学／町めぐり／
ミネラル野菜ってなんだろう
／キノコ栽培農家の見学

４年生 町の文化財を知ろう／手作り
弁当をデザインしよう

５年生 ミネラル野菜について調べる

西会津中
部活動支援

卓球部 卓球の技術指導
剣道部 剣道の技術指導

活動紹介 その１

学校支援
ボランティア

地域の皆さんが学校運営をサポート

活動紹介 その２

子ども英語教室
タッチ･ザ･ワールド
英語指導助手による国際理解教育
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齋藤  建さん ［３町内］
さい とう　  たける

あなたの趣味は？
　ゲーム

特技は？
　弓道

熱中していることは？
　アクション映画鑑賞

最近感動したことは？
　待ち望んでいた新車が届
いたこと

自分を一言で表現すると？
　優柔不断

あなたのモットーは？
　無駄なことはしない

これからやってみたいことは？
　友達と海外旅行。ヨーロッ
パに行ってみたい

次の方を紹介してください
　Ｋ・Ｗさん（３町内）

２ 2015
February

冬 芽 俳 句 会

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は生徒会総務を務める１年

髙橋由輝さんです。

わたしの夢――
 「将来就きたい職業は海上自衛
官です。歴史が好きで昔の日本
海軍に興味を持ち、そのような
仕事にかかわりたいと思ったか
らです。また、小学生のとき海
上自衛隊の広報官に出会い、海
の上で働く楽しさ、自衛官の誇
り、そして自衛官は国民のために働いていることを知ったからです。
いわき市で行われた艦艇広報に２回参加し、本物の艦艇に乗船して、
ますます魅力を感じました｣

努力していること――
 「防衛大学校に入ることを目標に、定期テストなどでは高得点を取
ること、また、進学できる高校に入ることを目指して毎日の授業、
家庭学習に励んでいます｣

未来の自分に一言――
 「元気ですか。海上自衛官の仕事は苦しいと思いますが、自分らし
さや明るさを目いっぱい発揮して夢をかなえていってください」

よし き

　大
切
な
も
の
は
？
『
漫
画･

ジ
ョ

ジ
ョ
の
奇
妙
な
冒
険
。
父
が
読
ん
で

い
た
の
で
、
漫
画
を
読
む
よ
う
に
な

り
集
め
た
も
の
で
す
』

ふる かわ   ひろはる
古川  大晴さん（１月号）からメッセージ

お互いに成長していきましょう。

渡
部

　淑
子
（
四
町
内
）

賑
わ
し
き
子
ら
の
声
な
く
鬼
や
ら
ひ

岩
原

　紀
子
（
五
町
内
）

窓
明
か
り
見
へ
て
確
か
や
春
隣
り

喜
多

　光
子
（
九
町
内
一
）

身
の
丈
に
心
ゆ
だ
ね
て
春
立
て
り

鈴
木

　智
子
（
さ
ゆ
り
が
丘

）

雪
原
の
画
布
に
弓
な
り
阿
賀
の
川

鈴
木
は
る
子
（
十
町
内
）

昏
れ
ぎ
は
の
透
き
て
明
か
る
き
冬
の
峯

た
け

くに
ぎ
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まちの人口��～１月１日現在～　(前月比)
人　口�　　　��７，０９７人　�（－１９人)
　男�　　　　��３，４１５人　�（－　６人)
　女�　　　　��３，６８２人　�（－１３人)
世　帯�　　　��２，７５１世帯　�（－　７世帯)

戸籍の窓口  ～12月受付分～�〈敬称略〉

　前委員の辞任に伴い、
固定資産評価審査委員会
の委員に、新たに伊藤重
人さんが選任されました。
選任については12月町議
会定例会で同意されまし
た。任期は平成26年12月
12日から平成28年12月31
日までです。伊藤さんは、
昨年12月12日に開かれた
委員会で委員長に互選さ
れました。固定資産評価審査委員会は、固定資
産の評価額に関する不服申出の審査、決定を行
います。

固定資産評価審査委員会 新委員長紹介

　野沢地区克雪活動実行委員会では今年度、一般
財団法人自治総合センターからのコミュニティ
助成を受け、除雪機１台を購入しました(写真)。
　この助成は、自治総合センターが地域社会の発
展と住民福祉の向上などを目的に｢宝くじの社会
貢献広報事業｣として行っています。

お誕生おめでとう
須　藤　晴

はる

　音
ね

ちゃん�　　貴司・佳子　　　芝　草
江　川　日

ひ よ り
和ちゃん�　　正樹・友子　　　西　原

足　立　響
ひ び き

輝くん�　　和也・千保　　　森　野

お悔やみ申し上げます
渡　部　ハルエ（87）　百合子　 母 　１町内
三　留　　　市（81）　智　子　 母 　６町内
長谷川　昭　一（87）　留　三　 父 　中　野
須　藤　秋　男（82）　　篤　　 父 　安　座
渡　部　輝　江（71）　峰　明　 母 　萱　本
長谷川　ヤチヨ（101）　　眞　　 母 　松　尾
石　川　　　博（66）　博　輝　 父 　尾　登
五十嵐　壽　子（80）　和　夫　 母 　下野尻
石　村　幸　子（89）　吉　男　 母 　下野尻
武　藤　チ　ヨ（92）　建　昭　 母 　中　町

　

平
成
26
年
に
交
通
安
全
や
防
犯
活
動

な
ど
の
警
察
業
務
に
功
績
が
あ
っ
た
功

労
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
昨
年
12
月

26
日
、
喜
多
方
警
察
署
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
で
は
次
の
皆
さ
ん
に
國
分
政

康
署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
提
供
＝
西
会
津
交
番
、前
列
右

か
ら
２
人
目･

渡
部
修
さ
ん
、後
列
左
か
ら

４
人
目･

長
谷
川
幸
夫
さ
ん
）［
以
下
敬

称
略
］

　

▼
個
人
＝
渡
部
修[

猟
友
会
喜
多
方

支
部
副
支
部
長
と
し
て
業
務
に
貢
献]

、

長
谷
川
幸
夫[

除
雪
な
ど
交
番
業
務
に

貢
献]
▼
団
体
＝
西
会
津
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ[
交
通
安
全
活
動
に
協
力]

、
西

会
津
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ[

警
察
広
報

活
動
へ
の
協
力]

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

委員長
伊藤 重人さん(塩)

喜多方警察署長より感謝状

コミュニティ助成で｢除雪機｣購入
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2 0 1 5（平成 2 7 年）

　町内各地で１月15日、小
正月の伝統行事｢歳の神｣が
行われました。野沢10町内
では地域の皆さんが昼間、
わらで約５㍍の歳の神を作
り、午後６時に年男、年女
が点火。参加者は雪の中、歳の神の火で餅やするめをあ
ぶっていました。火が高く舞い上がると歓声が上がり、家
族連れらは燃えさかる炎に一年の無病息災を祈願しました。

2

雪に親しみ､友情深める 豊間小と交流雪に親しみ､友情深める 豊間小と交流
　いわき市立豊間小と西会津小の冬季交流が１月16、17日に行
われ、両校の児童は８月の夏季交流以来５カ月ぶりに再会しまし
た。豊間から５年生22人が来町。歓迎の集いでは豊間小の日

ひ ゅ う が
向寺

さくらさんが｢雪景色に感動しました。皆さんとさらに仲良く
なりたい｣とあいさつしました。子どもたちは雪遊び、灯

とうろう
籠作り、

雪上運動会を通して雪に親しみながら友情を深めました。

　[写真]①歓迎の集いであいさつする豊間小の日向
寺さくらさん／②⑤協力し合って作ったカラフルな
雪像やかまくらの中に入って記念撮影／③⑩雪上運
動会で繰り広げられたソリリレーで仲間の応援を背
に競い合う児童／④⑫雪が降る中でもジャンボ滑り
台から歓声を上げて滑り下りる子どもたち／⑥⑨雪
遊びやみかん拾いを楽しむ児童／⑦⑬雪上運動会む
かで競争で何度も転びながら笑顔でゴールを目指す
子どもたち／⑧｢２日間で楽しい思い出をつくりま
しょう｣と歓迎の言葉を述べる西会津小５年の後藤
佳彦さん／⑪カップを使った灯籠作りを体験する両
校の児童たち

①

⑥⑦⑧

③④

⑬

⑨

⑤

⑩

②

⑪

⑫


